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（人） （％）

 男性 132 43.1

 女性 174 56.9

計 306 100

 ２０歳代以下 42 13.7

 ３０歳代 65 21.2

 ４０歳代 73 23.9

 ５０歳代 67 21.9

 ６０歳代 44 14.4

 ７０歳以上 15 4.9

計 306 100

 農林漁業 1 0.3

 自営業 19 6.2

 給与所得者（常勤） 167 54.6

 パート・アルバイト
 （学生は除く）

45 14.7

 学生 11 3.6

 家事に専念 30 9.8

 無職 24 7.8

 その他 9 2.9

計 306 100

 東部 25 8.2

 北部 34 11.1

 中央東部 53 17.3

 南東部 26 8.5

 中央部 47 15.4

 中央南部 67 21.9

 南西部 30 9.8

 西部 24 7.8

合計 306 100
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 東部： 山川、山本、草野、善導寺、大橋

船越、水分、芝刈、川会、竹野、水縄、田主丸

 北部： 小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城、金島

 中央東部： 西国分、東国分、御井

 南東部： 上津、高良内、青峰

 中央部： 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

 中央南部： 鳥飼、金丸、南、津福

 南西部： 荒木、大善寺、安武

 西部： 城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚、三潴、西牟田

Ⅰ 調査の目的 

このアンケート調査は、市民の皆さんの市政に関する意向やニーズを把握し、市の施策 

推進の参考データとするために実施しています。 

Ⅱ 調査方法 

（1）調査地域･･･久留米市全域 

（2）調査対象者･･･久留米市在住の満 18 歳以上の市民 

（3）選任方法･･･住民基本台帳から無作為抽出した候補者の中からモニターを募集ｚ 

（4）実施方法･･･インターネット調査 

（5）調査項目･･･第４回調査 「市民の体感治安と防犯に関する情報発信」「障害者計画」 

（6）調査期間・・・平成 30 年 11 月 16 日 ～ 12 月 10 日 

（7）サンプル数･･･360 

（8）回収数（率）･･･306 （85.0％） 

Ⅲ 回答者の属性 

                             

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

                 ※地域区分 （校区）
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Ⅳ 調査結果 

 

 1 市民の体感治安と防犯に関する情報発信  

（１）現在の治安について   

●問 1 久留米市は安全なまち（治安が良い）と思いますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問２ この数年間（２から３年）で、久留米市の治安は良くなったと思いますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

(人） （％）

　そう思う 46 15.0

　どちらかといえばそう思う 183 59.8

　どちらかといえばそう思わない 64 20.9

　そう思わない 13 4.2

(人） （％）

　良くなった 15 4.9

　どちらかといえば良くなった 110 35.9

　どちらかといえば悪くなった 20 6.5

　悪くなった 5 1.6

　変わらない 156 51.0
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　子ども・女性に対する性犯罪や不審者情報

　暴走族等の騒音

　たばこのポイ捨てやゴミなどの不法投棄

　ひったくり、車上ねらい、自転車盗難などの街頭でおきる犯罪

　空き巣や特殊詐欺（振り込め詐欺）などの日常生活でおきる犯罪

　未成年者の飲酒・喫煙

　壁・シャッターなどへの不法な落書き

　発砲事件などの暴力団犯罪

　その他

（％）

●問２付問 問２で「どちらかといえば悪くなった」「悪くなった」と回答された方に 

おたずねします。どのようなことで久留米市の治安が悪くなったと感じていますか。

（※複数回答） 

（N=25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　子ども・女性に対する性犯罪や不審者情報 17 68.0

　暴走族等の騒音 10 40.0

　たばこのポイ捨てやゴミなどの不法投棄 10 40.0

　ひったくり、車上ねらい、自転車盗難などの街頭でおきる犯罪 9 36.0

　空き巣や特殊詐欺（振り込め詐欺）などの日常生活でおきる犯罪 7 28.0

　未成年者の飲酒・喫煙 7 28.0

　壁・シャッターなどへの不法な落書き 4 16.0

　発砲事件などの暴力団犯罪 4 16.0

　その他 0 0.0
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　路上

　繁華街

　公園

　駐車場・駐輪場

　インターネット空間・電話

　自宅（庭を含む）

　スーパーなど商業施設内

　駅

　バスや電車などの乗り物の中

　その他

（％）

●問３ ご自身やご家族など身近な人が、日常生活において何らかの犯罪に巻き込まれ

るかもしれないという不安を感じますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問３付問 問３で「感じる」「どちらかといえば感じる」と回答された方におたずね 

します。ご自身やご家族など身近な人が被害にあうかもしれないと不安に思う場所

はどこですか。（※複数回答） 

（N=173） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　路上 135 78.0

　繁華街 71 41.0

　公園 70 40.5

　駐車場・駐輪場 64 37.0

　インターネット空間・電話 59 34.1

　自宅（庭を含む） 41 23.7

　スーパーなど商業施設内 41 23.7

　駅 38 22.0

　バスや電車などの乗り物の中 29 16.8

　その他 3 1.7

(人） （％）

　感じる 41 13.4

　どちらかといえば感じる 132 43.1

　どちらかといえば感じない 92 30.1

　感じない 41 13.4
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0 20 40 60 80 100

　照明（防犯灯）などを設置してまちを明るくする事業

　街頭防犯カメラを設置する事業

　地域における警察のパトロール

　少年補導など少年の非行を防止する活動

　子どもの規範意識を高める学校教育

　犯罪発生状況や安全に関する基礎知識などの情報提供

　地域における防犯活動を推進するための体制や仕組みづくり

　犯罪被害にあわれた方への支援

　防犯グッズの普及

　地域の自主防犯活動団体への支援

　防犯教室の開催

　その他

（％）

●問４ 安全安心なまちづくりのため、市や警察はどのようなことに力を入れてほしい 

と思いますか。 

（※複数回答） 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　照明（防犯灯）などを設置してまちを明るくする事業 230 75.2

　街頭防犯カメラを設置する事業 204 66.7

　地域における警察のパトロール 188 61.4

　少年補導など少年の非行を防止する活動 124 40.5

　子どもの規範意識を高める学校教育 114 37.3

　犯罪発生状況や安全に関する基礎知識などの情報提供 92 30.1

　地域における防犯活動を推進するための体制や仕組みづくり 89 29.1

　犯罪被害にあわれた方への支援 79 25.8

　防犯グッズの普及 77 25.2

　地域の自主防犯活動団体への支援 59 19.3

　防犯教室の開催 58 19.0

　その他 5 1.6



どちらかといえば

参加したい
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　広報紙

　学校での啓発活動

　駅・商業施設内での啓発活動

　チラシ

　街頭キャンペーン

　ホームページ

　出前講座

　その他

（％）

●問５ 久留米市では主に校区単位で組織された団体や自治会等により、地域における 

防犯パトロールや子ども見守り活動など、自主的な防犯活動が行われています。 

あなたは地域で行われている防犯活動に参加したいと思いますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）防犯に関する情報発信について   

●問６ 全体の犯罪認知件数が減少を続けるなか、高齢者や女性などが犯罪の被害にあ 

う事件は横ばい～増加傾向であり、その手口も多様化しています。最新の手口や危 

険な場所、とるべき行動など、犯罪発生状況に応じた情報発信を、ひとりでも多く 

の方へタイムリーにするために、あなたが効果的な方法と思うものはどれですか。 

（※複数回答） 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　参加したい 30 9.8

　どちらかといえば参加したい 133 43.5

　どちらかといえば参加したくない 113 36.9

　参加したくない 30 9.8

(人） （％）

　広報紙 172 56.2

　学校での啓発活動 155 50.7

　駅・商業施設内での啓発活動 140 45.8

　チラシ 138 45.1

　街頭キャンペーン 127 41.5

　ホームページ 92 30.1

　出前講座 51 16.7

　その他 21 6.9
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ある
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64.4%
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52.9%
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40.7%
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59 .3%

●問７ 福岡県警が発信している「ふっけい安心メール」を知っていますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

●問７付問 問７で「内容を知っている」 

と回答された方におたずねします。 

実際に登録をしていますか。 

（N=68） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問８ 福岡県警がリリースしている防犯アプリ「みまもっち」を知っていますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

●問８付問 問８で「内容を知っている」 

   と回答された方におたずねします。 

実際に登録をしていますか。 

（N=27） 

 

 

 

 

内容は知らない

が、聞いたことは

ある

13.7%

知らない

77.5%

内容を知っている

8.8%



ない

29.4%

ある

70 .6%

83.3

7.8

5.6

2.2

1.1

0.0

0.0

0 25 50 75 100

　機会がなかったから

　自分がきちんと対応できないと思ったから

　相手がどう反応するかわからずとまどったから

　おせっかいになるような気がしたから

　手助けすることが障害者のためにならないと思ったから

　周囲に気恥ずかしさを感じたから

　その他

（％）

56.9

49.5

41.7

36.1

12.5

12.5

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70

　席をゆずる

　声かけ

　移動の手助け（車椅子を押す、横断歩道での付き添いなど）

　相談相手・話し相手

　手続きの手助け（手続きの内容の説明、代筆など）

　日常生活上の手助け（買い物・家事・着替えの手伝いなど）

　その他

（％）

 2 障害者計画  

（３）障害のある人との関わりについて   

●問９ あなたは、障害のある人と気軽に話したり、手助けをしたりしたことがありま 

すか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問９付問 1 問９で「ある」と回答された方におたずねします。どのようなことをし

ましたか。 

（※複数回答） 

（N=216） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問９付問２ 問９で「ない」と回答された方におたずねします。なかったのはどうし

てですか。 

（※複数回答） 

（N=90） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　ある 216 70.6

　ない 90 29.4
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0 10 20 30 40

　講演会やシンポジウムへの参加

　障害者とのレクリエーション、交流活動への参加

　障害者を支援するボランティアなどの市民活動

　どの活動にも参加したいと思わない

　障害者の買い物の付き添いなど生活の手助け

　ソーシャルネットワーク（ツイッターやLINEなど）を活用した交流

　手話通訳、点訳、要約筆記、録音テープの吹き込みなど

　障害者を支援する市民団体の運営

　その他

（％）

(人） （％）

　講演会やシンポジウムへの参加 95 31.0

　障害者とのレクリエーション、交流活動への参加 74 24.2

　障害者を支援するボランティアなどの市民活動 66 21.6

　どの活動にも参加したいと思わない 66 21.6

　障害者の買い物の付き添いなど生活の手助け 57 18.6

　ソーシャルネットワーク（ツイッターやLINEなど）を活用した交流 51 16.7

　手話通訳、点訳、要約筆記、録音テープの吹き込みなど 38 12.4

　障害者を支援する市民団体の運営 35 11.4

　その他 5 1.6

●問１０ あなたは、障害のある人を支援する次のような活動に参加したいと思います

か。（※複数回答３つまで） 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問１１ 障害のある人が地域で生活するに当たって、どのようなことが必要だと思い

ますか。 

（N=306） 

 

 

 

その他

1.0%

地域住民や関係

機関との連携に
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環境整備

38.9%

支えあいや理解

を深めるための

市民一人ひとり

の行動

29.1%

わからない

5.9%

(人） （％）

　支えあいや理解を深めるための市民一人ひとりの行動 89 29.1

　地域住民や関係機関との連携によるネットワークづくり 77 25.2

　道路や建物のバリアフリー化などのハード面の環境整備 119 38.9

　わからない 18 5.9

　その他 3 1.0



言葉は

聞いたことはある

28.8%知らない

60.1%

内容まで

知っている

11.1%

どちらかといえば

そう思う
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(人） （％）

　そう思う 118 38.6

　どちらかといえばそう思う 158 51.6

　どちらかといえばそう思わない 25 8.2

　そう思わない 5 1.6

改善されていると

思う

8.5%

改善されて

いないと思う

36.6%

どちらとも

いえない

54.9%

（４）障害者差別解消法について  

●問１２ あなたは、平成 28 年 4 月に施行された「障害者差別解消法」について知っ

ていますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問１３ あなたは、社会には、障害のある人に対して、障害を理由とする差別や偏見

があると思いますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問１４ あなたは、3 年前（「障害者差別解消法」が施行される前）と比べて、障害

のある人に対する差別や偏見は改善されたと思いますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人） （％）

　内容まで知っている 34 11.1

　言葉は聞いたことはある 88 28.8

　知らない 184 60.1

(人） （％）

　改善されていると思う 26 8.5

　改善されていないと思う 112 36.6

　どちらともいえない 168 54.9



内容まで知って
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58.5%

●問１５ 障害のある人が地域で暮らすためには、社会の中にあるバリアを取り除く配

慮が必要になることがあります。あなたは、こうした配慮をしないことが「障害を理由

とする差別」にあたることを知っていましたか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）障害者虐待防止法について  

●問１６ あなたは、平成 24 年 10 月に施行された「障害者虐待防止法」について知

っていますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問１７ あなたは、障害者が虐待されているのではないかという場面を見聞きしたと

き、誰かに相談しますか。 

（N=306） 

 

 

 

 

 

 

 

知らなかった

60.1%

知っていた

39 .9%

(人） （％）

　知っていた 122 39.9

　知らなかった 184 60.1

(人） （％）

　内容まで知っている 24 7.8

　言葉は聞いたことはある 103 33.7

　知らない 179 58.5

相談しない
2.3%

相談する
70.6%

わからない

27.1%
(人） （％）

　相談する 216 70.6

　相談しない 7 2.3

　わからない 83 27.1



平成３０年度市政アンケートモニター「くるモニ」 

第４回「市民の体感治安と防犯に関する情報発信」「障害者計画」アンケート 

      調査期間：平成 30 年 11 月 16 日（金）～12 月 10 日（月） 

 
このアンケートは、「市民の体感治安と防犯に関する情報発信」については、市の防犯啓発

活動への取り組みや、市民の皆さんが感じている治安の情勢（体感治安）や安全安心のま

ちづくりに関する意識等を把握するために、「障害者計画」については、市民の障害者に関す

る法律や関わりへの意識を把握するために行います。 
モニターの皆さんから率直なご意見をお聞きし、今後の取り組みの参考にしたいと考え

ておりますので、アンケートへのご協力をお願いします。 
 

１．市民の体感治安と防犯に関する情報発信について  

久留米市では、自主防犯活動への支援や、街頭防犯カメラの設置、情報発信などの防犯

施策を実施し、市民の皆さんが安全に安心して暮らせるまちづくりを進めています。 
  
現在の治安についておたずねします  

 
問１ 久留米市は安全なまち（治安が良い）と思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ そう思う          ３ どちらかといえばそう思わない 
   ２ どちらかといえばそう思う  ４ そう思わない 
 
問２ この数年間（２から３年）で、久留米市の治安は良くなったと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ 良くなった          ３ どちらかといえば悪くなった 
   ２ どちらかといえば良くなった  ４ 悪くなった 
                    ５ 変わらない 
 

付問 問２で「３どちらかといえば悪くなった」「４悪くなった」と回答された方にお

たずねします。どのようなことで久留米市の治安が悪くなったと感じていますか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

１ ひったくり、車上ねらい、自転車盗難などの街頭でおきる犯罪 

２ 空き巣や特殊詐欺（振り込め詐欺）などの日常生活でおきる犯罪 

３ 子ども・女性に対する性犯罪や不審者情報 

４ 未成年者の飲酒・喫煙 

５ 暴走族等の騒音 

６ たばこのポイ捨てやゴミなどの不法投棄 

７ 壁・シャッターなどへの不法な落書き 

８ 発砲事件などの暴力団犯罪 

９ その他（具体的に：                    ） 

 

付問へ 

 

Ⅴ 使用した調査票 
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問３ ご自身やご家族など身近な人が、日常生活において何らかの犯罪に巻き込まれるか

もしれないという不安を感じますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ 感じる           ３ どちらかといえば感じない 
   ２ どちらかといえば感じる   ４ 感じない 
 
付問 問３で「１感じる」「２どちらかといえば感じる」と回答された方におたずねしま

す。ご自身やご家族など身近な人が被害にあうかもしれないと不安に思う場所はど

こですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 
    １ 自宅（庭を含む）     ６ 駅 
    ２ 路上           ７ バスや電車などの乗り物の中 
    ３ 駐車場・駐輪場      ８ スーパーなど商業施設内 
    ４ 公園           ９ インターネット空間・電話 
    ５ 繁華街         １０ その他（               ） 
 
問４ 安全安心なまちづくりのため、市や警察はどのようなことに力を入れてほしいと思

いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

１ 照明（防犯灯）などを設置してまちを明るくする事業 

２ 街頭防犯カメラを設置する事業 

３ 地域における防犯活動を推進するための体制や仕組みづくり 

４ 地域の自主防犯活動団体への支援 

５ 地域における警察のパトロール 

６ 犯罪発生状況や安全に関する基礎知識などの情報提供 

７ 子どもの規範意識を高める学校教育 

８ 少年補導など少年の非行を防止する活動 

９ 防犯教室の開催 

１０ 犯罪被害にあわれた方への支援 

１１ 防犯グッズの普及 

１２ その他（具体的に：                        ） 

 
問５ 久留米市では主に校区単位で組織された団体や自治会等により、地域における防犯

パトロールや子ども見守り活動など、自主的な防犯活動が行われています。 

   あなたは地域で行われている防犯活動に参加したいと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ 参加したい          ３ どちらかといえば参加したくない 
   ２ どちらかといえば参加したい  ４ 参加したくない 
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 防犯に関する情報発信についておたずねします  
 
問６ 全体の犯罪認知件数が減少を続けるなか、高齢者や女性などが犯罪の被害に遭う事

件は横ばい～増加傾向であり、その手口も多様化しています。最新の手口や危険な場

所、とるべき行動など、犯罪発生状況に応じた情報発信を、ひとりでも多くの方へタ

イムリーにするために、あなたが効果的な方法と思うものはどれですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 
１ チラシ         ５ 駅・商業施設内での啓発活動 

   ２ ホームページ      ６ 出前講座 
   ３ 街頭キャンペーン    ７ 広報紙 

４ 学校での啓発活動    ８ その他（具体的に：            ） 
    
問７ 福岡県警察が発信している「ふっけい安心メール」を知っていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ 内容を知っている      ３ 知らない 
   ２ 内容は知らないが、聞いたことはある 
 
付問 問７で「１内容を知っている」と回答された方におたずねします。 

  実際に登録をしていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
     １ 登録している      ２ 登録していない 
    
問８ 福岡県警察がリリースしている防犯アプリ「みまもっち」を知っていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
   １ 内容を知っている      ３ 知らない 
   ２ 内容は知らないが、聞いたことはある 
 
付問 問８で「１内容を知っている」と回答された方におたずねします。 

  実際に登録をしていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
     １ 登録している      ２ 登録していない 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
※これで「市民の体感治安と防犯に関する情報発信」についての質問を終了します。 
 次のページからは「障害者計画」についておたずねします。 
 

― みんなで取り組む安全安心まちづくり ― 
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 ２．障害者計画について  

久留米市では、障害の有無に関わらず、誰もが支えあいながら安心して暮らし続け

ることができるまちの実現に向けて「久留米市障害者計画」を策定し、障害者の自立

及び社会参加・参画の支援等に係る取り組みを進めているところです。 

 

 障害のある人との関わりについておたずねします 

問９ あなたは、障害のある人と気軽に話したり、手助けをしたりしたことがありますか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ ある    付問１へ 

２ ない    付問２へ 

 

付問１ 問９で「１ある」と回答された方におたずねします。 

どのようなことをしましたか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

１ 相談相手、話し相手 

２ 声かけ 

３ 席をゆずる 

４ 移動の手助け（車椅子を押す、横断歩道などでの付き添いなど） 

５ 手続きの手助け（手続きの内容の説明、代筆など） 

６ 日常生活上の手助け（買い物・家事・着替えなどの手伝いなど） 

７ その他（              ） 

 

付問２ 問９で「２ない」と回答された方におたずねします。 

    なかったのはどうしてですか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

     １ 機会がなかったから 

     ２ 相手がどう反応するかわからずとまどったから 

     ３ 自分がきちんと対応できないと思ったから 

     ４ おせっかいになるような気がしたから 

      ５ 周囲に気恥ずかしさを感じたから 

     ６ 手助けすることが障害者のためにならないと思ったから 

     ７ その他（                           ） 
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問１０ あなたは、障害のある人を支援する次のような活動に参加したいと思いますか。 

（あてはまる番号に３つまで○印） 

 
１ 講演会やシンポジウムへの参加 
２ 障害者とのレクリエーション、交流活動への参加 
３ 障害者の買い物の付き添いなど生活の手助け 
４ 手話通訳、点訳、要約筆記、録音テープの吹き込みなど 
５ 障害者を支援するボランティアなどの市民活動 
６ ソーシャルネットワーク（ツイッターやＬＩＮＥなど）を活用した交流 
７ 障害者を支援する市民団体の運営 
８ どの活動にも参加したいと思わない 
９ その他（                           ） 

 
問１１ 障害のある人が地域で生活するに当たって、どのようなことが必要だと思います 

か。（特に必要だと思う番号に１つだけ○印） 

    
１ 支えあいや理解を深めるための市民一人ひとりの行動 
２ 地域住民や関係機関との連携によるネットワークづくり 
３ 道路や建物のバリアフリー化などのハード面の環境整備 
４ わからない 
５ その他（                           ） 

 

障害者差別解消法についておたずねします 

問１２ あなたは、平成２８年４月に施行された「障害者差別解消法」について知ってい

ますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
１ 内容まで知っている 

 ２ 言葉は聞いたことはある 
 ３ 知らない 
 

問１３ あなたは、社会には、障害のある人に対して、障害を理由とする差別や偏見が

あると思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ そう思う 

２ どちらかといえばそう思う 

３ どちらかといえばそう思わない 

４ そう思わない 

 

問１４ あなたは、３年前（「障害者差別解消法」が施行される前）と比べて、障害の

ある人に対する差別や偏見は改善されたと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   

１ 改善されていると思う 

２ 改善されていないと思う 

   ３ どちらともいえない 
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問１５ 障害のある人が地域で暮らすためには、社会の中にあるバリアを取り除く配慮

が必要になることがあります。（例えば、車いすの介助やわかりやすい説明など）

あなたは、こうした配慮をしないことが「障害を理由とする差別」に当たること

を知っていましたか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

   １ 知っていた 

   ２ 知らなかった 

 

障害者虐待防止法についておたずねします 

問１６ あなたは、平成２４年１０月に施行された「障害者虐待防止法」について知って

いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
１ 内容まで知っている 

 ２ 言葉は聞いたことはある 
 ３ 知らない 
 

問１７ あなたは、障害者が虐待されているのではないかという場面を見聞きしたとき、

誰かに相談しますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
１ 相談する 
２ 相談しない 
３ わからない 

 
問１８ 久留米市の障害者計画について、ご意見やご提案があれば自由にご記入ください。 

 

 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 
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